











































訳者名 出版物 出版社 出版時間
1 魯　迅 『現代日本小説集』 上海商務印書館 1923年6月
2 楼適夷 『芥川龍之介小説十一篇』 湖南人民出版社 1980年7月
3 呂元明 『芥川龍之介小説選』 人民文学出版社 1981年11月
4 聶双武 『芥川龍之介短編小説選』 湖南文芸出版社 1998年12月
5 文潔若 『羅生門』 華夏出版社 2003年12月
6 魏大海 『芥川龍之介全集』 山東文芸出版社 2005年3月
7 林少華 『羅生門』 上海訳文出版社 2008年7月
8 傅羽弘 『羅生門』 吉林大学出版社 2009年8月




































































































































































































魯迅訳は 1921 年 6 月 14 日から 17 日にかけて北京の『晨報副刊』に掲載された。楼訳について
は楼適夷が『芥川龍之介小説十一篇』の「書後」で語っているように 1976 年の 4 月から 6 月にか
けて「羅生門」を含めた芥川の十一の短編として漢訳したものである。言い換えれば、「羅生門」
の漢訳が魯迅の手によってから半世紀もの歳月が過ぎた後再び楼適夷に漢訳されたと言ってもよ
いものである。20世紀の中国に於ける偉大なる小説家、翻訳家、また思想家である魯迅の和文漢
訳に関しては「直訳」、乃至「硬訳」が多いとか、日本語語彙の直接借用とかいう問題が挙げられ
るが、「羅生門」が1915年出版されてから僅か六年が経たないうちに、「硬訳」とは言え、魯迅の
手によって漢訳され、近代日本文学作品の漢訳の第一人者として果たした役割や現代中国文学に
およぼした影響などを考え合わせると、魯迅訳の功績がかけがえのないものと言うのはけっして
過言ではない。日本近代文学作品の和文漢訳に於いて「早期」と言えるその訳作はその後の訳者
に間違いなく多大な影響を与えたのである。
20世紀80年代から今世紀初にかけて、楼訳、呂訳、文訳に代表される「中期」訳文は、改革開
放が開始され、訳者の「表現欲」を束縛するものが徐々に緩和されつつあるとともに、参照訳と
しての魯迅訳もあるなかにおいて、一般読者に分かりやすく読ませる、受け止めてもらうための
訳文、訳語に工夫を払い始め、より正確で、簡潔な訳文を追求した。このうち、「老翻訳家」と尊
称されている楼適夷は1950年代に早くも志賀直哉作品、小林多喜二作品の漢訳、1960年代井上靖
作品の漢訳など多数の作品の漢訳に努め、和文漢訳界に於いて継往開来の重要な翻訳家である。
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しかしながら、1980年代当時の中国国内情勢、思想などの影響を受け、作者以上に自由に表現し
ようとする訳者に往々に見られる「表現欲」は楼適夷の訳文に於いては、「潇潇寒雨」のような後
輩に負けない良い訳語も見られるが、全体的に言えば少数に留まっている。
更に魏訳、林訳、高訳に代表される「近期」訳文に至っては、「早期」から「中期」にかけての
先輩者らの訳文が何種類もあり、参照の用に充分供されてきた。社会もすでに訳者の表現欲に任
せきった感じで進歩し、更に市場経済の波に乗り、出版社の販路打開の方針に従い、「信」の基本
を保ちつつ、読者獲得するには「達」から更に格調の高い「雅」を追及し、そのために、語の選
択のこだわりより「端麗」から「華麗」なる語彙へと、直訳から意訳へと訳者の二次創作の跡が
随所に見られる。また場合によって「雅」の「高齢の花」を採るために、原文に全く無い、原文
の意を遥かに超えた無節制な意訳へと試みた揚げ句、逆に誤訳が生じ、基本の「信」も失われて
しまう訳文さえ出ている。
魯迅を含めた九人もの訳者の「羅生門」漢訳にあたり、顕著な共通点が見られる。即ち「羅生
門」のみ漢訳したのではなく、芥川の他の短編をも幾つか漢訳し、それを一冊の「小説集」や「小
説選」にまとめているというやり方である。日本近代文学作品の内、芥川の短編小説が他の作家
のそれと比べると圧倒的に存在感、知名度があることと、短編の書き手としての芥川の短編傑作
が短いながらも、上品な言葉、	きめが細かい心理描写、巧妙な分布などといった特色があるため、
これまで幾度も外国語翻訳の対象となっている。上述した他の訳者の内、管見のところ、聶双武
と傅羽弘以外は、いずれも日本文学研究界、翻訳界に於ける「著名人」で、その和文漢訳界に於
ける「著名人」の主な「訳作」と言えば、かの魯迅も訳したことのある「羅生門」を含めた芥川
の短編小説である。即ち、中国の和文漢訳界に於いて、芥川短編小説の漢訳が一つの頂点、一種
の名誉のようなもの、翻訳力の最高レベルに到達したと様々な角度から看做されたが故に「青は
藍より出でて藍より青し」の如く、魯迅を除く八人もの訳者が九十年間、同じ「羅生門」に対し、
漢訳を行い続けてきたのである。これからも和文漢訳界の頂点に立つために更に「羅生門」を含
めた芥川短編作品の漢訳がなされていくものと思われる。
現在、九種の訳文の内、林訳即ち林少華の訳文が中国国内に於いて最も取り沙汰されている。
「林氏訳文が最も代表性を有している」や「林氏訳文はその影響が最も大きい」などと言った評
価が論文に見られる。林少華が村上春樹の代表作『ノルウェイの森』の漢訳で一躍有名になった
後、漱石や芥川や川端など中国に於ける人気のある日本作家の代表作を相次いで漢訳し、著名翻
訳家の称号を獲得した。語の選択の豊富さ、語彙処理の巧みさ、表現の洗練、流暢さなどといっ
た林少華の漢訳文の特色がそのような成果を実らせたのである。一方、「雅」への追求のための意
訳を「ふんだんに」施した結果、「成語の濫用」、「誤訳が多い」、「原文に無い訳者再創作の部分が
多い」など否定的な声も聞こえるが、現代人の読書の感覚に何とかして合わせようとする漢訳文
は依然として幅広い層に於いて人気を博し、現代の和文漢訳を前へと大いに推し進めてきた功績
は甚だ大きいと言える。
南：「羅生門」の九種の漢訳文をめぐって 33
これまで「羅生門」の九種の訳文をめぐって相互比較をしつつ、訳文に対する分析や批評を展
開してきたが、まだまだ初歩的な段階にある。今後の課題としては、もっと詳細に相互比較し、
「初期」、「中期」、「近期」の訳文の間に存在すると考えられる具体的な影響関係をより明確にして
いきたい。
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